
（6）令和４年（２０２２年）1０月３０日 No.226町田市議会だより

● 市民後見人育成事業における成果指標の定義を「累計」登録者数としているが、登
録を取り消す市民後見人が一定数いらっしゃる。評価シートの「その他成果の説
明」欄に、年度末時点における市民後見人の登録者数および受任者数を記載し、
事業の実態をより正確に示すよう努められたい。

● せりがや会館事業の各利用機関への対応にあたり、親の会の活動の場や市の施策と
の関係性等、これまでの経緯を踏まえた協議検討を行い、利用団体の活動に支障
がないよう丁寧な対応に努められたい。

● 今後見守りが必要な方が増加するにあたり、見守りの在り方について、庁内他部門
との連携やテクノロジーの活用等検討されたい。

● 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた生活困窮者に対して、丁寧に聞き取り相
談をしながら、自立に向けた支援につなげられたい。また、ケースワーカーなど
生活援護課の職員体制の強化を図られたい。

● 災害時の緊急医療救護所の医療品確保のためのランニングストック方式による備蓄
においては、期限切れなどによる廃棄処分を無くすとともに、備蓄量に応じた実
在庫を維持する必要があることから、医療機関と連携し、その確認方法や頻度に
おいて検討されたい。

● 健診未受診の方の中にはネグレクト等も考えられるため、健診未受診の方の理由の
確認に努められたい。

● 両親学級については、全ての講座が父親にとっても母親と同じように大切なもので
あり、開催日時や開催場所、開催形態等について見直しを行い、全ての講座で父
親の出席率が母親同等となるよう努められたい。

● 国民健康保険税の滞納者に対する資格証明書は、病気等の命に関わる緊急時には、
速やかに保険証を交付されたい。

● 町トレ参加者とその団体をさらに拡大し、介護対象者の増加防止を図られたい。

【認定第３号】
● 院内保育については、何年も定員に対し利用者が少ない状況が続いていることから、
子育て家庭からの希望の多い、病院利用者の子どもの受入れを実施されたい。

● 紹介状なしで市民病院を受診する際に初診料と別に徴収される「非紹介患者加算料
（選定療養費）」については、地域のかかりつけ医との機能分担を図る目的である
ことを市民に十分周知する工夫を継続して努力されたい。

● 適正な予算執行のために、流用・不用額の原因が発生した場合には早期に補正予算
を組むように努められたい。

● ふるさと納税については、市民税控除額と町田市への寄附額の差額が開かぬよう、
町田市への寄附が進む方策を講じられたい。

● 老朽化する公共施設等の維持保全経費は、優先順位をしっかりと行い、物価や資材
価格の状況を勘案しながら柔軟に対応されたい。

● 2050年ゼロカーボン達成のため、市庁舎を含む公共施設に太陽光発電施設の設置を
進め、公共施設の電力使用量における再生エネルギー比率100％を達成できるよう
取組を進められたい。

● 市の所有する車両については、市場価格を考慮した上で適正価格での売却をするな
ど、売却時期・買い替えのタイミング・リースへの変更等、よりメリットが出る
よう図られたい。

● 市有財産は市民の財産でもある。土地なども売却ありきではなく、庁内で有効活用
できるよう、慎重に検討すべき。

● 時間外労働については、月45時間、年360時間までの原則を守られたい。特に、年
720時間を超える職員が出ないよう徹底されたい。

● 工事請負契約並びに物品購入契約の市内事業者受注率を引き上げられたい。
● 新聞購読者の減少に伴い、広報紙発行の行政費用も減少しているとのことだが、デ
ジタルデバイド対応のためにも、より多くの市民に広報紙が届くように引き続き
努められたい。

● 出前講座等の啓発活動を、より効果を高めるように努力されたい。
● 生鮮宅配ボックスの市内産農産物の利用率等、詳細データの取得に努め、それを公
表されたい。

● 町田ターミナルプラザ事業及びプラザ町田事業について、ここ数年、大幅な赤字事
業となっている。近年の財政状況を鑑み、事業赤字による財政支出を抑えるよう、
抜本的な事業改革に取り組まれたい。

● 原町田大通り滞留空間の整備については、社会実験に対する周辺商業者や地権者の
声を尊重されたい。

● 年間400を超える起業した事業所に対し、起業後の企業支援も続けられたい。
● まちなかシネマの上映映画の選定に当たっては、アンケート等の結果を踏まえ、よ
り多様なニーズに応えられるよう努められたい。

決算審査（健康福祉）
認定すべきもの と決定

決算審査（総務）
認定すべきもの と決定

� など計52件の意見を附帯決議として付しました。� など計4８件の意見を附帯決議として付しました。

歳入合計
約2,050億円

歳入合計額
205,081,961,486円

令和３年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

その他
22,870,907,954円（11.2%）
その他
22,870,907,954円（11.2%）

繰入金
5,740,285,412円（2.8%）
繰入金
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市債
16,535,050,000円
（8.1%）

市債
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（8.1%）

地方消費税交付金
9,826,173,000円（4.8%）
地方消費税交付金
9,826,173,000円（4.8%）

都支出金
24,381,031,483円
（11.9%）
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（11.9%）

国庫支出金
56,942,313,816円
（27.8%）

国庫支出金
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（27.8%）

市税
68,786,199,821円（33.5%）
市税
68,786,199,821円（33.5%）

歳出合計
約1,958億円

歳出合計額
195,896,136,411円

令和３年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

総務費
21,335,384,622円（10.9%）
総務費
21,335,384,622円（10.9%）

民生費
91,697,573,718円
（46.8%）

民生費
91,697,573,718円
（46.8%）

その他
2,989,206,221円（1.5%）
その他
2,989,206,221円（1.5%）

衛生費
31,473,528,879円
（16.1%）

衛生費
31,473,528,879円
（16.1%）

土木費
13,590,586,914円
（6.9%）

土木費
13,590,586,914円
（6.9%）

公債費
10,574,960,452円（5.4%）
公債費
10,574,960,452円（5.4%）

消防費
4,784,827,396円（2.4%）
消防費
4,784,827,396円（2.4%）

教育費
19,450,068,209円
（9.9%）

教育費
19,450,068,209円
（9.9%）

議会費 617,672,087円
労働費 31,860,377円
農林費 325,165,722円
商工費 2,014,508,035円
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９月９日・１２日・１６日
に議案１６件、認定１件
の審査を行いました。

９月９日・１２日・１６日・３０
日に議案７件、認定２件
の審査を行いました。 総　務健康福祉

審査から 令和３年度 一般会計・特別会計決算、
令和３年度 下水道事業会計・病院事業会計決算を審査

　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審査の結
果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。
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